
大
庭 

通
嘉 

議
員

袋
井
商
業
５
年
制
化
は

地
方
創
生
で
推
進
し
て
い
る
袋
井
商

業
高
等
学
校
5
年
制
化
の
実
現
の
見
通
し

は
。

昨
年
県
に
要
望
書
を
提
出
し
、

今
年
も
県
に
強
く
要
請
し
て
い
る
。

県
教
育
長
か
ら
は
「
商
業
教
育
の
高

度
化
」
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
検
討

す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

小
笠
山
山
麓
へ
の
企
業
誘
致
は

遅
延
し
て
い
る
小
笠
山
山
麓
（
笠
原

地
区
約
14 

ha
）
へ
の
企
業
誘
致
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
当
該
地
周
辺
の
臭

気
対
策
を
ど
う
す
る
か
。

現
在
引
き
合
い
の
あ
る
企
業
が

あ
る
。
協
議
を
積
極
的
に
進
め
、
年

内
を
目
途
に
企
業
誘
致
が
出
来
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
臭
気

に
つ
い
て
は
、
市
の
臭
気
規
制
基
準

を
厳
守
さ
せ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

    

市
営
墓
地
へ
の
合
葬
墓
は

墓
地
に
対
す
る
意
識
変
化
で
合
葬
需

要
な
ど
に
も
変
化
が
出
て
い
る
。
本
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

核
家
族
化
や
高
齢
化
で
合
葬
需

要
は
増
加
す
る
と
考
え
る
。
本
年
度

需
要
数
を
把
握
し
、
30
年
度
実
施
設

計
、
31
年
度
合
葬
墓
を
整
備
す
る
。

合
葬
墓
の
形
態
は
当
初
の
建
物
型
納

骨
堂
を
見
直
し
、
地
下
式
の
樹
木
型

な
ど
も
含
め
て
今
後
検
討
し
た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

「
ひ
き
こ
も
り
」
支
援
の
強
化
を

市
内
に
も
相
当
数
の「
ひ
き
こ
も
り
」

の
人
が
潜
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

市
は
実
態
の
把
握
を
し
て
い
る
か
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
こ
と
で
把
握
は
困
難
で
あ
り
、
実

態
把
握
は
行
っ
て
い
な
い
。
全
国
に

お
け
る
15
歳
か
ら
39
歳
の
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
人
は
全
体
の
1
・

57
％
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に
置
き

換
え
る
と
約
4
0
0
人
と
い
う
数
字

と
な
る
。

市
の
相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。

本
市
で
は
、
引
き
こ
も
り
に
特

化
し
た
相
談
窓
口
は
設
け
て
い
な
い

が
、
複
合
的
か
つ
多
岐
に
わ
た
る

様
々
な
要
因
の
結
果
と
し
て
起
こ
る

も
の
で
あ
り
、
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

の
総
合
相
談
窓
口
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、

し
あ
わ
せ
推
進
課
、子
ど
も
支
援
室
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
相
談
を
受

け
て
い
る
。

    

原
因
は
多
様
で
あ
り
、
専
門
性
が
異
な

る
諸
機
関
が
参
加
す
る
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
設
置
、運
営
が
必
要
で
は
な
い
か
。

必
要
に
応
じ
て
「
静
岡
県
ひ
き

こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
青
少
年

交
流
ス
ペ
ー
ス「
ア
ン
ダ
ン
テ
」、「
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

ま
ま
つ
」
や
医
療
機
関
な
ど
、
外
部

の
専
門
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。
今

後
も
関
係
機
関
が
集
う
「
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

な
ど
に
お
い
て
、情
報
交
換
を
行
い
、

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「袋井商業高等学校5年制化の推進に関する
要望書」を提出（H28.3.31）

県から運営委託を受けているデンマーク牧場福祉会
ひきこもり支援・交流スペース『ひとむれ』

9 ふくろい市議会だより


